
 

Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ ｔｅｓｔ ｓｅｔ
 

マイクロ波（４３０Ｍ帯から１３５Ｇ帯）の送受信  

 の確認が出来るテストセットです。 

移動先で機器の動作確認をしたくても一人では 

難しい時、テストセットの出番です。 

また、何時でも好きな時にマイクロ波で遊びたい 

時もテストセットは重宝します。 

 

主な特徴＆機能 

１ ４３０Ｍ帯～１３５Ｇ帯の受信テスト、送信テストがこの１台で出来る。 

２ 高精度の受信テスト機能 

 ＊高安定度の１０ＭＨｚＯＣＸＯを使って各周波数を作り出しており正確かつ

  安定したテスト信号が発生出来るので、各周波数の確認やアンテナの調整も

  出来る。 

 ＊テスト信号はＦＭ変調や出力の調整が出来るので利用範囲が広い。 

３ 充実した送信テスト機能 

 ＊内蔵のマイクロワットパワー計で２４Ｇまでの送信信号の確認が出来る。 

  パワー計はメーター表示と共にＶ－Ｆ変換により可聴周波数の変化で強さの

  違いが判る。 

 ＊４７Ｇ～１３５Ｇ帯はテスト信号を利用してＨＦ帯の信号に変換出来るので

高価なスペクトラムアナライザーが無くてもＨＦ受信機で簡易的に送信信号

の確認が出来る。 

  ８Ｍ ＤＣ受信機（Ｓメーター付）を内蔵しているので移動先でも便利に使

える。 

 ＊４７Ｇ、７７Ｇ帯は１．２Ｇ帯にも変換出来るので、デジタルＡＴＶ等のモ

ニター用コンバータとしても利用出来る。 

４ テストセットの自己診断が出来る。 

５ ＯＣＸＯが安定するまで、タイマーで電源ＬＥＤを点滅させ、時間経過後は点

灯する。 

 

ＪＡ３ＣＶＦ 森本 清 
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１ 概要 

 マイクロ波（ミリ波）の運用局が少なく単独での移動や相手局が見つからな

い事が多く有ります。 

 移動先で機器の動作確認がしたくても一人では難しい時、テストセットの 

 出番です。 

 何時でも好きな時にマイクロ波で遊びたい時もテストセットは重宝します。 

（１） 受信テスト機能 

テスト信号を発信してこれを受信します。 

テスト信号は、１２Ｍや１２．８Ｍを使った２４Ｇまでの多目的簡易版発生器

はみなさん色々試されて実用化していますので特に目新しさは有りませんが、

１０ＭＨｚＯＣＸＯによるＰＬＬ回路を採用し少し凝った物にしました。 

１２．８Ｍの高調波から得られるアマチュアバンド信号は主に以下の物です。 

１ ４３５．２Ｍ   １２．８×３４ 

２ １２８０Ｍ    １２．８×１００ 

３ ２４１９．２Ｍ  １２．８×１８９   

４ ５７６０Ｍ    １２．８×４５０ 

５ １０２４０Ｍ   １２．８×８００ （８０×２×５） 

６ ２４０１２．８Ｍ １２．８×１８７６（６７×２８） 

７ ４７１０４Ｍ   １２．８×３６８０（８０×２×２３） 

１２Ｍからでも同じ周波数や近い信号は得られますが、ＰＬＬ回路での分周 

が１２．８Ｍだと１／１２８となって汎用のＩＣが使い易いので１２．８Ｍ 

にしました。 

７７Ｇや１３５Ｇも計算上は作り出す事は可能ですが、実際には無理があるの

で、この周波数帯はＳｏｌｉｌｏｃｋ－１０Ｇ ｖｅｒ２ ｂａｎｄ０ のユ

ニットを使いました。 

（２）送信テスト機能 

 ４３０Ｍ～２４Ｇまではマイクロワットパワー計により直接出力を確認して 

います。 

 －２５ｄｂｍ～０ｄｂｍ（２４Ｇは－１５ｄｂｍ～０ｄｂｍ）の測定が可能。 

 ０ｄｂｍ以上はＡＴＴを挿入しますが、実際にはアンテナを接続して簡易的 

に測る事が多いので０ｄｂｍ位で十分と判断しました。 

またメーター表示の他にＶ－Ｆ変換で強さに応じて音の周波数も変わるので、 

テスト機の近くでメーターを見なくても耳で確認が出来ます。 

 ４７Ｇ～１３５Ｇは出力が小さく直接出力を確認するのが難しいので、テス 

ト信号を利用してＨＦ帯の信号に変換し、ＨＦ受信機で確認します。 

ＨＦ受信機が無くても内蔵の８Ｍ Ｓメーター付ＤＣ受信機が利用出来ます。 
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（３）テストセットの自己診断 

２４Ｇの逓倍器、内蔵１０Ｇの逓倍器の診断は出来ないが大半は以下の方法 

で可能。 

 ①ＰＬＬロック表示により１０Ｍ ＯＣＸＯ、１２．８Ｍ発振の確認が出 

来る。 

Ｓｏｌｉｌｏｃｋ－１０Ｇのロック表示もバンドＳＷの位置で切り替 

えています。 

 ②４７Ｇまでの逓倍前のテスト信号はマイクロワットパワー計で測れる。 

  ＊３、４端子の出力が大きいので過入力に注意する。 

  ＊バンド０の時はパワー計が働かないので０端子は測れない。 

 ③バンド０の出力及び逓倍器は８ＭＤＣ受信機の空Ｓ具合で判断出来る。 

  正常な場合はレベルを最大にするとメーターの半分以上振れる。 

  ８Ｍの入力を外すと変化の具合が良く判る。 

 ④マイクロワットパワー計＆検波器、８ＭＤＣ受信機も上記からある程度 

の判断は出来る。 

２ ブロックダイアグラム  別紙に記載 

３ 主要部分の説明 

 （１）１２．８Ｍ発振回路 

         正確な周波数及び高安定の信号を作る為に、高安定度の１０ＭＨｚ 

          ＯＣＸＯを使ってＰＬＬ回路により作っています。 

        （２）高次逓倍回路 

    高次の逓倍でも綺麗な櫛型の信号が作れる様にダイオード４本による 

    逓倍回路を考えました。 

    実験的にアンチパラレルに接続したダイオードを倍電圧検波回路の様 

    に接続した回路が一番良かったので採用しました。 

 （３）各信号を得る為のアンプ 

    ＭＭＩＣを多用して回路を簡略化しました。 

    広帯域のアンプは櫛型信号を平坦に増幅する様に一段辺りの増幅度を 

    下げ、加える電圧を細かく調整しました。 

 （４）出力調整 

    バンド１～４はＰＩＮダイオードを使った同軸切り替えリレーを利 

用して加える電圧を可変し分岐とレベル可変を兼用にしています。 

    バンド０は１５Ｇ～１７Ｇアンプのドレイン電圧を可変して出力を調 

    整しています。 

 （５）周波数の切り替えと表示 
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     バンド０～４はプッシュＳＷで選択、バンド０からの４７Ｇ、７７Ｇ、 

    １３５Ｇ等はロータリーＳＷで選択出来る様にしています。 

主に関係するアンプの電源を切り替えています。 

    パネル面に選択した状態をＬＥＤで表示すると共に背面の出力端子も 

    ＬＥＤで表示し、接続場所が判る様に成っています。 

 （６）逓倍器＆ＭＩＸ 

     １０Ｇ～１３５Ｇ帯の信号は作り易い周波数の信号から逓倍器を 

使って作っています。 

     逓倍器に使っているダイオードは１０Ｇ帯のＭＩＸダイオードです。 

    導波管やパイプを組み合わせてハイパスフイルターを構成して、    

逓倍前の信号の輻射を押さえています。 

    逓倍器は逆に使うとＭＩＸにもなるのでミリ波の信号をＩＦ（ＨＦ帯）

に変換する機能も有ります。 

    逓倍器のバイアス調整回路からＩＦ信号を取り出しています。 

    尚、１０Ｇ逓倍器の出力は２０４８Ｍの漏れが多いのでフイルターを 

    通しています。 

 （７）Ｓｏｌｉｌｏｃｋ－１０Ｇ 

    ｖｅｒ２ ｂａｎｄ０は昨年市販され１５Ｇ～１７Ｇ帯の信号が出て 

８チャンネルプリセット出来るので、プリセット機能を利用して、テ 

    スト信号の４７０８８Ｍ、７７７６０Ｍ、１３５０８０Ｍ、１３５６ 

８０Ｍ及びコンバータ用等のＬＯを作り出すのに使っています。 

ＶＣＯは基準周波数１０ＭＨｚでロックしています。 

 （８）８ＭＨｚＤＣ受信機 

    ミリ波の信号をＩＦ（ＨＦ帯）の信号に変換出来る機能が有るので、 

移動先等でＨＦ受信機が無くてもこの機能を利用して送信信号が確認 

出来る様に組み込みました。 

    ８Ｍのアンプを通した後、バラモジ用のＩＣで検波しています。 

約１ＫＨｚがピークとなる低周波アンプで聞き易い信号にしています。 

    ８Ｍの発振周波数を微調整してピークが取れる様にしています。 

    周波数は手持ちに有った水晶が８Ｍだったのでこの周波数にしました。 

    使い方の所で説明していますが、送信信号を受信周波数から８Ｍシフ 

    トする事により、変換信号は８Ｍに成ります。 

    ７ＭのＤＣ受信機の場合は７Ｍシフトすれば良い事になります。 

    簡単な回路構成ですが、高感度で－１４０ｄｂｍ位までビート音が 

確認出来るので、十分実用になります。 

感度が良いので、１２．８Ｍ ＰＬＬ回路の１００ＫＨｚの高調波の 
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影響で無信号でもビート音がでるので、ＤＣ受信機が働く時、 

（バンド０の時）ＰＬＬ回路の電源を切っています。 

バンド０の時に働くＳｏｌｉｌｏｃｋからの影響は有りません。 

    ビート信号の１ＫＨｚを増幅、検波してＳメーターを振らせています。 

    振れ幅を大きくする為にログ変換をせず、手動でレベルを調整します。 

    バンド０を選択した時動作します。 

    Ｓメーターとして動作時はメーターのバックライトは青になります。 

    入力－９０ｄｂｍ位から入力が増えるとバラモジが飽和気味となって 

    メーターの感度が鈍くなるが、ミリ波の変換ロスが多いので普通は 

    これ以上に入る事は無いが必要なら外付けＡＴＴで対応します。 

 （９）タイマー 

    ＯＣＸＯが安定するまでの約１０分間ＯＰＥＲＡＴＩＮＧ ＬＥＤを 

点滅させています。ＮＡＮＤ用ＩＣでタイマーと発振回路を構成して 

 います。 

    時間が経過すると点灯に切り替わって周波数が安定した事が判る様に 

    しています。 

 （１０）マイクロワットパワー計 

    広帯域検波器の出力をオペアンプで増幅、負帰還量をＶＲで調整して 

  レベルを可変しています。 

  このメーター及びＶＲはＳメーター用と兼用にする為にリレーで切り 

替えています。 

    バンド１～４でパワー計として働き、バックライトは赤になります。 

また、メーターと共にＶ－Ｆ変換ＩＣにより強さを可聴周波数の変化 

として知らせています。スピーカーアンプはＤＣ受信機と兼用です。 

 （１１）各バンドのアンテナ 

    ５．７Ｇ～４７Ｇまではゲイン１０ｄｂ程度のホーンアンテナを自作、 

７７Ｇと１３５Ｇは携帯燃料缶の裏を利用しています。燃料缶の裏は、 

    見た目パラボラアンテナに使えそうですが、周波数が高くなると 

    曲面がずれていて、中心に放射してもゲインが取れませんでした。 

    曲面の一部を使うオフセットアンテナとすると２０ｄｂ位のゲイン 

    と成りました。 

    ７７Ｇに於いては放射器が半分スピルオーバー方向に成っています 

   がここが最良でした。 

    従ってビーム方向がずれるので予め上に少し向けて補正しています。 

    放射器は銅パイプを曲げていますので、移動時不注意で変形しない様 

    に３個１０５円の容器を被せています。 
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          １３５Ｇで２ｄｂ弱、７７Ｇで４ｄｂ位のロスです。使用に問題は有り

、          ませんが、三点の爪で止めているだけなので取り外し、取り付は簡単に

。          出来ます。また、逓倍器もアルミチャンネルで保護しています。 

 （１２）フイルター 

   ４３０Ｍ～５．６Ｇ帯の出力端子には広帯域の信号が出ています。 

   ５．６Ｇ帯はホーンアンテナがフイルターの役目をしますが、２．４ 

   Ｇ以下のアンテナを直接繋ぐと微弱信号ですが、色々な信号が放射され

るのでフイルターを通します。 

共振棒が一本の単峰特性のフイルターを作りました。 

 

 

 

 

 

４３５Ｍ用 

１．２８Ｇ用 

２．４Ｇ用

フイルターの特性 

４３５．２Ｍセンター 

スパーン横１目盛 １２．８Ｍ 

１２８０Ｍセンター スパーン１２．８Ｍ ２４１９．２Ｍセンター スパーン２５．６Ｍ 

フイルターは前面カバー

の裏にマジックテープで

固定しています。 



 7 / 18 
 

  

４ 作品の写真 

 

 （１）前面 

 
 

前面にカバーを取り付ける事が出来、移動時前面の保護が出来ます。 

底面には三脚取り付け用のネジ穴が有り、三脚に固定して使えます。 

 

ケースの大きさ（前面カバーを取り付け時） 

横幅     高さ     奥行 

２１０ｍｍ  １４５ｍｍ  ３４０ｍｍ 
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 （２）背面 ４７Ｇまでのアンテナ無し 

 

（３）全てのアンテナを付けた状態 

 

１３５Ｇ ７７Ｇ 

１０Ｇ 

２４Ｇ 

４７Ｇ 

４３０Ｍ～ 

５．７Ｇ 

パワー計入力 

８Ｍ入力 

ＩＦ出力 

アンテナ接続

コネクター 

ＤＣ１２Ｖ補助出力 
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（４）左側面 

 
（５）前面カバー取り付け 
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 （６）内部 

 

 

 （７）Ｓｏｌｉｌｏｃｋ－１０Ｇと１５Ｇ～１７Ｇアンプ 
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 （８）８Ｍ ＤＣ受信機＆マイクロワットパワー計ユニット周辺 

 

 （９）アンテナ、逓倍器、フイルター等付属品の収納 

  

８Ｍ ＤＣ受信機ユニット

マイクロパワー計＆Ｓメーターユニット

タイマー回路ユニット

４３０Ｍ～２．４Ｇのフイルター

及びケーブルは前面カバーの内側

に収納し、スポンジでガタツキを

防止しています。 

５Ｇ用

イヤホン

１０Ｇ、２４Ｇ、４７Ｇ用 
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（１０）７７Ｇ＆１３５Ｇ逓倍器とアンテナ 

 

 （１１）逓倍器と放射器の保護 

 

７７Ｇ逓倍器 

１３５Ｇ逓倍器
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５ 工夫した事 

 （１）ダイオード４本による高次逓倍回路を考えた。 

 

 （２）ＡＬＣ付マイクアンプでＦＭ変調が掛る様にした。 

 （３）ＰＩＮダイオード同軸リレーで分岐と出力レベル調整を兼用にした。 

（４）ミリ波をＨＦの信号に変換する機能で送信信号も確認出来る様にし、 

   移動先でも使える様に８ＭＤＣ受信機を内蔵した。 

 （５）１０Ｇ帯ダイオードで１３５Ｇまでの逓倍器を作った。 

 （６）ＯＣＸＯが安定する目安のタイマーを設けた。 

 （７）１０５円均一のグッズを活用した。 

＊７７Ｇ、１３５Ｇアンテナの前面に食品保存容器を被せて不注意で放 

射器が変形しない様にした。 

   ＊１０Ｇ ＡＮＴ、２４Ｇ逓倍器、４７Ｇ逓倍器の収納ＢＯＸを弁当箱 

    と台所用品のスポンジで作り、マジックテープでケースに固定した。 

 （８）７７Ｇ、１３５Ｇ用の逓倍器をアルミチャンネルでカバーして不注意 

    で、逓倍器のパイプが変形しない様にした。 

 （９）７７Ｇ、１３５Ｇアンテナに携帯燃料缶の空き缶を利用してオフセッ 

    トアンテナとして使った。 

 

 ６ 出力信号の確認波形 

  （１）４３０Ｍ          （２）１２８０Ｍ 
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（３）２．４Ｇ          （４）５．７Ｇ 

 
 

 （５）１０．１Ｇ         （６）２４Ｇ 

 

  

 （７）４７Ｇ その１        （８）４７Ｇ その２ 
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 （９）７７Ｇ           （１０）７７ＧにＦＭ変調を掛ける。 

 

 

 （１１）１３５Ｇ その１        （１２）１３５Ｇ その２ 

 

 

７ 使用例 

 （１）受信確認と周波数の確認、アンテナの調整 

  ①テストする周波数のバンドを選んで、背面のランプの点いている端子 

   にアンテナ又は逓倍器付アンテナを取り付けてライフルスコープでテス 

ト機の方向に合わせる。 

②出力調整ＶＲを右一杯に回す。 

③テスト機の受信周波数と方向を合わせるとテスト信号が受信出来るので、 

動作確認が出来る。受信周波数が目的の周波数か確認する。 

④アンテナの調整は、双方の方向を微調整して受信レベルが最大に成る様 

 に放射器等を調整する。必要に応じて出力を調整する。 

⑤アンテナの放射器や位置を調整して、受信レベルが増加する様にする。 

 （２）送信信号の確認 
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  ①マイクロワットパワー計の入力にテストする周波数のアンテナを接続し 

   テスト機を送信する。 

  ②メーターが適度に振れる様にアンテナの位置、方向及びパワー計レベル 

   ＶＲを調整する。 

   パワー計が振れなければ送信されていないと判断する。 

     

 （３）ミリ波送信信号の確認 

   この機能は単独で移動時交信する前の確認、交信出来ない時のトラン 

スバーター等の動作を送受確認出来るので非常に便利です。 

また、何時でも送受の実験が出来るので相手の少ないミリ波の実験に 

欠かせない物です。 

   １３５６８０ＭＨｚを例に説明。 

   ① ｂａｎｄＳＷの０を選択する。 

   ② 背面のＬＥＤが点灯している０出力端子に１３５Ｇ用逓倍器付 

     アンテナからのセミリジットケーブルを接続する。 

   ③ 周波数設定つまみで１３５６８０Ｍを選択する。 

   ④ ｂａｎｄ０の出力調整を右一杯に回して最大出力とする。 

   ⑤ １３５Ｇのトランスバーターの方向に向ける。 

   ⑥ トランスバーターの親機を所定の周波数に合わせてテスト信号を 

     受信し、双方の方向を信号が最大に成る様に合わせる。 

   ⑦ 親機の周波数を適当な値でシフトし送信する。上下どちらでも良い。 

     今回内蔵の受信機が８Ｍなので８Ｍシフトする。 

     シフトした周波数に変換された信号がＩＦ出力端子に出て来る。 

     ８Ｍシフトしたので８Ｍの信号と成る。 

     テスト信号が局発信号と成って逓倍器がＭＩＸとして働き周波数が 

変換される。 

パワー計時の 

バックライト 

 
メーターが見えなく

ても音でも確認が出

来る。 

音量はＤＣ受信機の

ボリュームで調整す

る。 
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     ＩＦ出力をＨＦの受信機で受ける。 

     内蔵の受信機を使う場合は背面の８Ｍ入力端子とＩＦ出力端子を 

     接続する。 

   ⑧ スピーカー又は、ヘッドホンからビート音が聞こえるので、周波数 

微調整でＳメーターの振れが最大に成る様に調整し、音量を合わせ 

て聞き易くする。 

     また、出力レベルを変えるとＭＩＸ電流が変わるので、変換ロス 

の少ない所を探る事も出来る。 

     トランスバーターが正常に送信しているとこの様にビート音が確認 

     出来る。 

     Ｓメーターが有るので強弱の判断が出来る。 

      

   ⑨ スポット送信機で、送信周波数がシフト出来ない場合や、親機の 

周波数を変えるのが面倒な時は、周波数設定つまみで１３５６８０ 

Ｍ Ｒ（１３５６８０Ｍ＋８Ｍ）の位置に合わせると、送信周波数 

をシフトしなくても受信出来る。 

但し、この機能は１３５Ｇ帯のみで４７Ｇ、７７Ｇ帯は次に記す様 

にデジタルＡＴＶのモニターが出来る様に８Ｍでは無くて１２８０ 

Ｍ等のシフトにしている。 

 

 （４）周波数コンバータとしてデジタルＡＴＶ信号をモニターする。 

   ４７Ｇや７７ＧのデジタルＡＴＶの信号をモニターするには、他のトラ 

ンスバーターを使ってチューナーの周波数に変換する必要が有るが、本 

テストセットでも周波数を変換する事が出来る。 

テスト信号の周波数を受信周波数よりチューナーの受信周波数分だけシ 

フトした信号をＬＯ信号として逓倍器（ＭＩＸ）に加えるとコンバータ 

Ｓメーター時の

バックライト 

 
Ｓメーター時は

ビート音と混同

して紛らわしい

ので、Ｖ－Ｆ変

換 は し て い な

い。 
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として働かせる事が出来る。 

ＩＦ出力端子にデジタルテレビのチューナーを接続して所定の周波数に 

セットすると受像出来るのでモニターとして利用出来る。 

Ｓｏｌｉｌｏｃｋ－１０Ｇが８チャンネルのプリセットが出来るので、 

この機能を利用している。 

  ① 周波数設定つまみを４７Ｇ ＭＯＮ等の位置にセットする。 

  ② ＩＦ出力端子にデジタルチューナーを接続し、所定の周波数にセット 

    する。 

  ③ デジタルＡＴＶ信号を送信する。 

  ④ 他のトランスバーターを使った時と同様にＩＦ同士の通信で無い事を 

    確認する必要が有るが、動作確認が出来る。 

 

８ 使った測定器 

 （１）スペクトラムアナライザー＆外部ＭＩＸ 

＊ ＨＰ８５６６Ｂ＆ＨＰ１１９７０Ｑ＋ハイパスフイルター 

 ハイパスフイルターは内径２ｍｍ～４ｍｍのパイプを組み合わせる。 

 １３５Ｇ ２ｍｍ、７７Ｇ ３ｍｍ、４７Ｇ ４ｍｍ 

＊ ＭＳ７１０Ｃ （２４Ｇの測定）＋トラッキングゼネレーター。 

 （２）ＳＧ アンリツ ＭＧ３６３３Ａ、自作ＹＩＧ発振器 

 （３）マイクロ波パワー計 ＨＰ４３８Ｂ センサー ＨＰ８４８７Ａ 

 （４）デジタルオシロスコープ ７１０１Ａ 

 

あとがき 

今回のテーマで単なるテスト信号発生器からテストセットとしてオールインワ

ンとなり使い易く成りました。 

 


